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指導計画 家庭科 第６学年 題材名「思いを形にして生活を豊かに」（全14時間計画）

目 ・布を用いたマイバッグの製作を通して、ミシン縫いについての基礎的・基本的な知識及び技能を身に付

標 け、衣生活をより豊かにしようと工夫する実践的態度を育成する。

評 （１）・マイバッグの製作に必要な材料や手順、ゆとりの必要性とその見積もり方を理解している。

価 ・ミシン縫いによる縫い方、用具の安全な使い方について理解し、適切にできる。 （知識・技能）

規 （２）マイバッグの製作についての課題を見つけ、その解決に向けた製作計画を考え、実践を評価改善し、

準 製作計画や製作したことを表現するなどして、課題を解決する力を身に付けている。

（思考・判断・表現）

（３）生活の中にある布を用いた物に関心をもち、マイバッグの製作について主体的に取り組んだり振り

返って改善したりして、衣生活を工夫し、実践しようとしている。 （主体的に学習に取り組む態度）

過程 時間 ○ねらい めあて ☆振り返り ◇評価項目 <方法・観点>

・主な学習活動 （意識） 知識・技能 思考･判断･表現 主体的に学ぶ態度

１「題材の課題」を設定する。☆移動教室の時に便利 ◇使いやすく、

○日常生活での袋物の活用に なマイバッグを作り 自分の生活を

ついて振り返って問題を見 たい。 快適にするた

いだし、題材を通した学習 ☆布製だから汚れたら めのマイバッ

課題と製作計画【作りたい 気軽に洗濯できてう グの製作につ

つ バッグの形や機能を決め れしい。 いて問題を見

る、布の用意、裁断、縫う ☆自分の考えたマイバ 出して、課題

順序等】を立てる活動を通 ッグを最後まであき を設定してい

か １ して、これからの学習への らめずに完成させた る。

意欲をもたせる。 い。 【思･判･表】

☆どんな順番で縫えば ＜ワークシート

む よいか知りたい。 ･観察＞

学習課題を立て、見通しをもとう

・袋が活用されている生活場

面を振り返らせる。

・どんな袋があったら使いや

すいか考えさせる。

＜題材の課題＞

自分の思いを形にした使いやすいマイバッグを製作するにはどうしたらよいか。

２「題材の課題」の解決に必

要な知識及び技能を習得す

るための実践的・体験的な

活動をする。

○製作計画を作成させる。

自分が作りたいマイバックを考えよう

・自分の実習計画を立てたあ ☆本バッグにするの ◇ゆとりや縫い ◇必要な材料や

と、グループで計画につい に、ちょうどよい大 代の必要性や 用具を考え、

追 て意見交流し、計画を見直 きさにしたいな。 製作に必要な 製作計画を立

す。 ☆たくさん入れられる 材料･用具･製 てている。

究 ○紙や不織布などを使って、 丈夫なバッグにした 作手順を理解 【思･判･表】

１ 形や大きさなどを考えなが い。 している。 ＜観察･ワーク

す ら、試し作りを通してゆと ☆使いやすくするに 【知識･技能】 シート＞

りの必要性について理解さ は、持ち手の長さを ＜観察･ワーク

る せる。 どのくらいにしたら シート＞

よいのだろう。

検討の視点： ☆ゆとりがあると、中

自分の作りたいバッグの の物を出し入れしや

大きさを考え、ゆとりや すく使いやすくなる

縫い代を決めているか。 ことが分かった。

☆ゆとりだけでなく、
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まちや縫い代のこと

も考えなくてはいけ

ないことが分かっ

た。

○持ち手やポケットの付け方 ◇持ち手やポケ

を考えさせる。 ットの付け方

使いやすい持ち手やポケットを考えよう を理解してい

・持ち手の長さを考えたり、 ☆肩にかけられるよう る。

ポケットの大きさ、位置な に持ち手を長くし 【知識･技能】

ど、使いやすくするための た。 ＜観察･作品＞

１ 工夫を考える。 ☆物がすぐ取り出せる

・ポケットの有無は個々に決 ようにポケットは外

める。 側に付けることにし

た。

☆内側にポケットを付

けるには、どの順番

で縫ったらいいのか

分かった。

追 〇製作手順を確認させる。

製作手順を整理しよう

・児童の実態に応じて、型紙 ☆マイバッグの製作手

１ が必要な場合は作成する。 順は、わき、出し入

究 れ口、持ち手の順に

縫い、使いやすいポ

ケットの位置を考え

られた。

す ３ 製作をする。 ◇マイバッグの

製作計画に沿って、安全に製作しよう 製作につい

・実習カードに進度状 況や ☆ゆとりを考えて自分 て、課題の解

友達からのアドバイス、振 の作りたいバッグの 決に向けて主

る り返りを記録する。 大きさを決めること 体的に取り組

・作品見本や段階標本を参考 ができた。 もうとしてい

にできるように提示してお ☆縫い代に気を付け、 る。

２ く。 印を付けることがで 【主体的に学ぶ態度】

・必要に応じた教え合いやア きた。 ＜観察･ワーク

ドバイスなどの交流ができ シート＞

るようにグループを作る。

○仕上がりの大きさに気を付

けて印を付けさせる。

型紙を使ってしるしをつけ、布を裁とう

○丈夫な縫い方でポケットを ◇ミシンの安全

付けさせる。 な取り扱い方

使いやすい位置にポケットを付けよう が分かり、適

１ ・ポケットを付ける位置や大 ☆ポケットを丈夫に付 切にできる。

きさ、布の種類を考えて付 けるために、出し入 【知識･技能】

ける。 れ口を三角に縫え ＜観察･実習･ワ

た。 ークシート＞

○ほつれないように返し縫い ◇マイバッグの

をしてまっすぐに縫うよう 縫い方を理解

にさせる。 し、適切にで

２ まっすぐにわきを縫おう きる。

・ほつれないように布端の始 ☆ミシンの押さえを目 ・ポケットの付け方

末について気を付ける。 印にしたらまっすぐ ・布端の始末の仕方

縫えた。 ・出し入れ口の縫い方
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○ほつれないように出し入れ ・持ち手の付け方

口を三つ折りにして、端を 【知識･技能】

１ 縫うようにさせる。 ＜実習･観察･作

ほつれないように出し入れ口を縫おう 品･ワークシ

・ずれないようにしつけをし ☆ほつれないために ート＞

て縫う。 は、出し入れ口は三

つ折りがよいことが

追 分かった。

○持ち手を付ける位置を確か ☆持ち手を丈夫にする

めて、正しい位置に丈夫な ためには２度縫いを

持ち手を付けることができ すると良いことが分

究 １ るようにさせる。 かった。

丈夫に持ち手を縫い付けよう

・平ひもを付けると厚みが出

るので、縫い方に気を付け

す る。

○糸の始末やアイロン掛けを ◇マイバッグの

して完成させる。 製作につい

マイバッグを完成させよう て、課題の解

る ・フェルトを使ったアップリ ☆フェルトを使ってオ 決に向けた一

２ ケや刺しゅうなど、自分な リジナルの飾りを付 連の活動を振

りの飾りを考える。 けることができた。 り返って改善

☆マチを付けて物がた しようとして

くさん入るようにし いる。

た。 【主体的に学ぶ態度】

＜ワークシート

･観察＞

４「題材の課題」の解決につ ☆製作手順や縫い方が ◇作品の使用感 ◇マイバッグの

いてまとめたり、振り返っ 分かったので、ほか や友達の作品 製作につい

たりする。 のバッグも作ってみ から、自分の て、工夫し、

○製作を通して学んだことや たい。 実践を評価し 実践しようと

製作したマイバッグを実際 ☆布製品を買うとき、 たり改善した している。

に使用して振り返り、袋物 布の材質や丈夫な縫 りしている。 【主体的に学ぶ態度】

ま 製作についてまとめ、今後 い方かどうかなどを 【思･判･表】 ＜発表･ワーク

の自分の生活に生かすこと 確認してから買いた ＜発表･ワーク シート＞

ができるような工夫や応用 い。 シート＞

と の仕方を考えさせる。 ◇マイバッグの

１ 実践発表会をして、マイバッグの作り方をまと 製作について

めて、これからの生活に生かそう の課題解決に

め ・実践発表会をする。 ☆肩にかけられるよう 向けた一連の

に持ち手の長さを長 活動につい

くしたからとても使 て、考えたこ

る いやすい。 とを分かりや

☆家族から、ポケット すく表現して

が使いやすそうだと いる。

言ってもらった。 【思･判･表】

☆家の人にマチがある ＜発表･ワーク

からたくさんものを シート＞

入れられそうだとほ

めてもらった。


